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完 了 報 告 書 

記入年月日 2026年２月１6日 

採択団体名 福浦自主防災グループ 通称「福浦ギャルズ」 

■事業概要 

基本情報 

事業名 自然災害後の「孤立」を想定した福浦地区発災３日後(３０日後)対応訓練の実施 

事業内容 

事業内容①：能登視察 

事業内容②：発災３日後避難対応訓練 

事業内容③：発災３０日後避難対応訓練 

事業内容④：学習教材の作成 

事業背景 

昨年の能登地震による災害状況を見ていて、全く同じ地域性を持つ愛南町・福浦では、「孤立」が大

きな課題となると考えた。そこで、愛南町教育委員会や愛南町防災対策課等と連携し、自然災害後に

孤立した地域において、生き抜くための支え合いや情報の獲得・伝達、また学校再開等に焦点を当て

た発災３日後対応訓練、並びに発災３０日後想定訓練を実施したいと思う。 

 ライフラインが完全に破壊された状況の中で、どう生きてどう立ち上がっていくのか、様々なシーン

を想像し、様々な視点を持って対応する訓練を企画・実践したい。その際は、これまで指導いただいて

いる慶応大学大木聖子准教授などの協力も仰ぐ。 

そして、これら企画・実践・振り返りまでを詳細に記録し編集して、愛南町全体で活用できる防災教

育教材にしたいと考えている。 

コミュニティ 

設立の経緯 

福浦地区自主防災グループ＝通称「福浦ギャルズ」は、１０年前に愛南町教育委員会の主催事業によ

り、ＰＴＡを代表して東日本大震災の被災地を巡る研修に参加した。 

 それ以来、大切な人・ふるさとを守る、と課題意識を高めた私たちは、福浦地区の様々な場所での防

災学習会(訓練も)を毎月続けることとした。 

本事業に関する過去

の取り組み内容 

ほぼ毎月行っている福浦地区での防災学習会は、１０年間のうちに各区長さんや町当局との連携・

協力により、参加者や協力者が増え、学習会の内容も深まっていき、避難路の整備や誘導灯の設置な

ど具体的な事業も形となった。 

  福浦小学校の先生方も防災教育に熱心で、地域と方々と一緒になって防災安全マップを作成する

中で、文部科学大臣賞を何度も受賞することとなった。今年は、私たちが総合的な学習の時間へ入り、

２０回の防災授業を企画・実践している。 

事業体制 

・福浦自主防災組織：事業内容①の能登視察に ６名 

・福浦小学校：事業内容②の発災３日後避難対応訓練に １５名 

・慶応大学大木ゼミ・事業内容③の発災３０日後避難対応訓練に １２名 

・愛南町防災対策課・事業内容②③の訓練にサポート ３名 

・愛南町教育委員会・全ての事業への企画・運営をサポート ２名 

全体スケジュール 

<９月> 

・本事業へ申請を上げるための協議 

<10月> 

・能登視察のための打合せ 

・１０月２４日～２６日能登視察研修 

<11月> 

・能登視察を振り返る協議 

・３日後避難訓練の企画準備等の協議 

<12月> 

・１２月１4日発災３日後避難対応訓練の実施 

・訓練の反省と次回への準備 

<１月> 

・１月１６日発災３０日後避難対応訓練の実施 

・訓練の反省と今後の展望に係る協議 

・事業のまとめと学習教材の作成 
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事業目標・事業成果 

事業目標全般 

(教育提供者側) 

・福浦地区自主防災グループが中心となって、福浦地区や福浦小学校、また愛南町(防災対策課や教育

委員会)に働き掛け、発災３日後並びに３０日後を想定した避難対応実動訓練を行う。 

・よりリアルで「孤立」も具体的に想定した訓練を実践するために、能登半島へ出向き現状を見るとと

もに、直接地元の方々からその時の様子や復興への歩みについてお聞きする。 

・訓練の実施に当たって、慶応大学大木ゼミや、愛南町防災アドバイザー等から講評並びに指導をいた

だく。 

・訓練に係る全てを記録・編集し、防災教育推進のための学習教材(冊子や動画)とする。 

事業成果全般 

(教育提供者側) 

・3日間にわたる能登視察研修により、いまだ生活が戻っていない現状を確認できたとともに、それで

も前向きに復興へ歩みを進める地元の方々の元気と笑顔に勇気をいただいた。 

・発災 3日後避難対応訓練では、発災直後一番困るであろうトイレのこと等、訓練で伝えていく事項に

優先順位をつけ、メリハリある防災学習へ高めていくことができた。 

・発災３０日後をイメージした訓練では、メンタルケアに焦点を当て、肉体的にも精神的にも疲弊してい

る現場で、互いにどんな言葉がけをすればよいのか、様々な立場から検証していくことができた。 

・慶応大学大木聖子准教授や愛南町防災アドバイザーから、地域コミュニティの結いを生かした防災対

策についてご指導いただき、これからの訓練や学習への新たな課題が明確となった。 

事業目標全般 

(参加者側) 

・福浦地区と大変似通った地形の能登で起きた災害の現実を、具体的に知ることができる。 

・ライフラインが完全に途絶えた発災3日後の様子を想像し、生き延びるために具体的にどんなことに

取り組めばよいのかを追体験することができる。 

・避難生活にかなりの疲労がたまってくる発災３０日後、他者へどんな言葉かけをしていくことが、よ

りよい日常の形成につながっていくのか理解する。 

・成果物を具体的に生かし、今後の防災学習へ関して確かな当事者意識を持って臨むとともに、より主

体的に活動できるようになって、一人一人の防災意識を着実に高めることができる。 

事業成果全般 

(参加者側) 

・未だ復興に時間がかかっている能登の現実を、具体的な映像や現地の方々へのインタビューによっ

て、臨場感をもって知ることができた。 

・発災直後、絶対に我慢できないトイレの対策について、たくさんの具体例を実体験しながら学んだこ

とにより、いざというときの心構えを自覚できた。 

・発災３０日後を想像することも、学校再開初日にランドセルを流されリュックで登校してきた児童へ

の声かけを考える授業等でも、全て理解し寄り添うことは難しいと感じたが、それでも学び続けていこ

うという信念が固まっていった。 

・自分たちの訓練への講評等を聞いて、災害時に何が一番大切で、普段の日常からは何に気をつけて

おけばよいのか、など互いに確認することができた。 

・自分たちの足跡とも言える成果物(ガイドブック・ＤＶＤ)は、愛南町全域へ防災学習の大切さを広め

ていくきっかけになるとともに、自分たちの防災活動を深く見直す機会ともなった。 

展開できる 

知見やノウハウ 

 どうしても「自分(たち)は大丈夫」という意識から抜け出せない防災学習にあって、３日後・３０日後

と焦点化した訓練を実施することで、より具体的でよりリアルな実践が期待できる。 

 そうして、最悪のシナリオ「孤立」に向き合うことへも、地区全住民の真摯な取組みをもってすれば乗

り越えられるという学習事例を創造しプレゼンすることで、これまでずっと課題であった“防災意識の

向上”へ必ずつながっていくものと考える。 

コミュニティ防災教

育の重要な観点 

今回の避難対応実動訓練は、自主防災グループ発信ながら、町当局や大学、また防災のプロたちと

連携しながら行われる。この「つながり」こそが、いざという時に役立つ。 

それは、地域コミュニティの充実したつながりの醸成と重なる、とも言える。つまり、日常での会話か

ら生まれる対話が大切で、顔と名前が一致する付き合いを常に心掛けている情況がその地区にあれ

ば、発災時確実に住民たちの命を救い、復興もスピード感を持って進められていくのである。 

また、このコミュニティ防災教育実践は閉じられることなく、愛南町全域へ広げていくことも重要で

あると考えている。小さな福浦地区の事例だけに、他地域としても取り入れやすく、より具体的に発信

することで、大きな波及効果を期待している。 
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残課題等 

・活動の記録や、指導・講評から、訓練を振り返る学習会を福浦小学校等で重ね、新たな課題を見つけ

続けていかねばならない。 

・発災時、３日後、３０日後等、様々な時間軸に基づく訓練避難対応訓練は、生活の基盤づくりや学校再

開へ向けた取組みをリアルに想像できるものであったが、１度では不十分である。よりリアルな実動訓

練の工夫に注力し続けなければならない。 

・最終的な防災意識向上や防災教育の推進に向けた学習教材の活用に関しては、その具体的指導案等

まだ十分に協議されていないので、訓練と同時進行で実施へのよりよい手立てを考えていく必要が

ある。  

■事業内容 

事業内容① 能登視察研修  

事業内容①目標 

(提供者側) 

・能登地震による被害の現状を、現地視察や地域住民へのインタビュー等を通して、深く理解し共感す

る。 

・同じ境遇の福浦地区をモデルとして、能登の実情を反映させた発災からしばらく経ってからの避難対

応実動訓練を企画する。 

・視察の様子は、プレゼンとしてのまとめ、福浦小学校での防災学習会等で紹介し、共感した思いを地

元に広げていく。 

事業内容①目標 

(参加者側) 

・能登視察報告を受けて、全く同じような情況が福浦地区でも起こることを自覚し、個々の防災意識向

上に向けてベクトルを同じくする。 

・訓練の主体者であるという意識を持ち、避難対応実動訓練へ参加する。 

・能登では何が起き何に困ったのか、そして、どう協力して立ち上がってきたのか、を自分事として捉

え、福浦地区での自分たちの防災へ生かそうとできる。 

事業内容① 

実施内容 A…能登

視察１日目 

（実施日：10/24） 

 

■具体的な取り組み内容 

志賀町の福浦地区(同じ名前だったので)を最

初に訪れた。役場の方々に当時のことを詳細に聞

いた。 

 次に遊覧船業者の方に、その仕事の復興はどの

ように進んでいるのかを聞いた。 

 次に漁協の方に被害と復旧について聞いた。 

 どこの町も私たちの同じスケール感、そして同じ

ように生活をされていたことが分かり、地震被害

の様子がいっそう自分事となって伝わってきた。 

■成果 

 同じ名前、同じ仕事、同じ規模…とすべてが一緒

で、全く同じようなことが我々に起こるんだ、と自

覚できた。事前の準備の大切さをまじまじと感じ

た。高齢者の避難やその後の生活についてもっと

知りたいと思った。 

 

事業内容① 

実施内容 B…能登

視察２日目 

（実施日：10/25） 

 

■具体的な取り組み内容 

 まず輪島市に移動し、復旧の様子について見学

していった。 

 大屋小学校周辺の被害と復興について、避難所

を運営していた方々に直接その様子を聞くことが

できた。 

 散髪屋を営んでおられた親子に、一時避難と二

次避難の具体について聞いた。 

 珠洲市へ移動し、被害の状況を見学した。 

 区長さんや仮設住宅に住んでおられる方々にイ

ンタビューした。 

■成果 

 ともかくトイレ問題の解決が一番大事である、と

どこでも聞くことができた。生き抜くことは大変

なことであるが、過酷な体験ばかりではなく、その

時々に価値観が変わるような素敵なシーンもあっ

た、と聞いてほっとした。 
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事業内容①を実施

する中で発生した

課題や失敗点 

■発生した課題や失敗点 

 金沢マラソン大会と重なり、宿が輪島から遠く離れた場所となった。移動時間がもったいないと感じ

ていた。 

 十分に事前打ち合わせをする時間なく視察の日を迎えた。 

■乗り越えた方法 

 レンタカーをフルに活用して、最短移動路を選んで能登半島へ向かったが、車だったおかげで、途中

の被害状況もつぶさに観察できた。 

 こちらが想定している以上に、能登の皆さんが熱い思いで準備をされていて、丁寧に説明してくださ

ったので、豊かな学びを持ち帰ることができた。 

事業内容①を実施

する上で工夫した

点 

 視察する前から、質問事項等を絞り、それに呼応した訪問地区やインタビューする住民の方々を選ん

でおり、バラエティに富んだ充実の取材ができた。 

 日程を詳細に組んでいたため、ロスなく能登を廻ることができ、生活道路等の実情や仮設住宅での生

活について、じっくりと見聞きすることができた。 

事業内容① 

残課題等 

・能登視察研修の実情や成果が、福浦地区の全住民の方々へ伝わるような手立てを十分構築できてい

ない。(訓練や学習会に参加されていない方々へどう伝えるか) 

・能登の皆さんから多様なアドバイスや体験談をうかがったが、行政との連携に関しては、そのまま採

用できない事例があり、どう取捨選択すればいいのか悩んだ。 

事業内容② 発災 3日後避難対応訓練  

事業内容②目標 

(提供者側) 

・能登視察研修の成果を映像や資料を基に詳細に地区住民へ伝え、個々の当事者意識や訓練の主体者

としての自覚を高める。 

・発災後一番我慢できない困りごとであるトイレ問題について、どう大変なのか理解させ、どうすれば

解決できるのか、様々な道具を使って実体験させる。 

・福浦が孤立し、ライフラインが崩壊しても、地区住民全員で助け合えば、必ず乗り越えられることを示

す。 

事業内容②目標 

(参加者側) 

・能登の未だ生活再建の見通しが遠い現実から、同じ境遇が予想される福浦地区に住む者として、どん

な心構えが必要か感じ取る。 

・福浦地区で大地震発災３日後とはどんな状況となるのか、よりリアルに想像することができる。 

・様々な年代の地域の方々とともに、トイレ問題への具体的対応訓練に主体的に参加し、ともに生き抜

く術と希望を獲得する。 

事業内容② 

実施内容 A…企画

会 

（実施日：12/1） 

 

■具体的な取り組み内容 

能登視察についてファイルにまとめ、学んだこ

とや課題を整理した。 

 どんな報告にするのか、プレゼン内容を検討し

た。 

 トイレ問題に特化した対応訓練を企画し、様々な

実験の内容や、防災トイレの具体的準備について

話し合った。 

 場づくりやシナリオの中身をしっかりさせること

を確認した。 

■成果 

 あまりにも能登視察研修での学びや現地の方々

との出会いが素晴らしかったため、伝えたい意欲

がどんどん高まって、訓練の企画内容がより洗練

されていった。 
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事業内容② 

実施内容 B…実際

の訓練 

（実施日：12/14） 

■具体的な取り組み内容 

 まず、能登視察研修の報告を、映像をふんだんに

取り入れ、リアルな現状を直接伝えた。 

 能登の方々の誰もが言った、トイレ問題について

想像し、どうすればよいか自分たちで考えてみる。

そのうえで、能登での解決方法や、様々な簡易トイ

レの具体を紹介した。 

 そして、実際の尿や便を想定した簡易実験を行

って、より具体で被災時の生活を実体験した。 

 防災アドバイザーから講評をいただき、地域コミ

ュニティの普段が問われる、ということを改めて

学んだ。 

■成果 

 お年寄りから幼児までが大勢集まり、自分の言

葉で語り合い(対話)ながら、前のめりに訓練に参

加されている様子を見て、今回の訓練の成功を感

じるとともに、次回訓練への意欲を高めたのだっ

た。 

 

事業内容②を実施

する中で発生した

課題や失敗点 

■発生した課題や失敗点 

 マイクの活用方法や、ブースの配置などによっては、参加者一人一人へ平等に情報提供ができない場

面があった。 

 ３グループへ分かれての実体験訓練であったため、そのグルーピングに悩んだ。 

■乗り越えた方法 

 体育館の形状や、参加者の動向を見定め、小学校の先生方に助けてもらいながら最善を尽くした。 

 グルーピングを心配する前に、地区の方々が最初から前のめりに訓練に参加され、いっぱいしゃべり

ながら(豊かに対話しながら)学んでくださったので、我々の心配は吹き飛ぶ形となった。 

事業内容②を実施

する上で工夫した

点 

 十分な資料(実験道具や防災器具等)を準備していたので、大勢の参加者にも対応できた。また、ブー

スを３か所に分け、３人がきめ細かく説明したことで、一人一人へ具体的な内容が伝わっていった。 

 小学生を参観日の形をとって参加してもらったことで、保護者や祖父母といったつながりある方々も

多く来られ、皆さん前のめりに訓練に取り組まれていた。その際、小学校の先生方が率先して裏方に回

り、手助けいただいたので、訓練の進行がスムースで、間延びすることなくプログラムを消化できた。  

事業内容② 

残課題等 

・トイレ問題一つとってみても、一人一人に対応するには、相当な準備が必要であることが分かり、全住

民をあげた協力体制が大切であることを自覚した。 

・物質的に生き抜く訓練が主だったが、次回は弱っていくメンタルをどう立て直していけばよいのか、

そういった内容も訓練に加える必要がある。 

・成果物としての学習教材の作成については、プロット等まだ何も決まっていないので、早急に協議す

る計画を立てたい。 

事業内容③ 発災3０日後避難対応訓練  

事業内容③目標 

(提供者側) 

・発災３０日後疲れがピークにある情況を想起させ、それでも人間が人間らしく避難生活をよりよいも

のとするために共に生きようとする情操を高める。 

・学校再開初日の様子を想像させて、被災した児童へどのような声かけができるのか、真剣に考えるこ

とで、災害に係る当事者意識を高める。 

・肉体的にも精神的にも疲れ切った中でも、福浦地区の住民全員で助け合えば、必ず乗り越えられるこ

とを示す。 

事業内容③目標 

(参加者側) 

・大変つらい情況ではあるが、互いを思いやる優しい心を持ち続けていれば、避難生活も明るい展望を

持って過ごしていけることを知る。 

・どれほどメンタルケアが重要なものであることを理解するとともに、それでも他者の痛みを全て理解

することは難しいということを想像することができる。 

・よりよいをキーワードに、思いやりある言葉かけの実際を学び、ともに生き抜くためのキーポイントと

希望を手にすることができる。 



6 

 

事業内容③ 

実施内容 A…企画

会 

（実施日：1/9） 

 

■具体的な取り組み内容 

１２月１４日の訓練についてファイルにまとめ、

学んだことや課題を整理した。 

 １月１６日はどんな訓練にするのか、大木ゼミと

ともに(オンライン)検討した。 

 言葉かけに特化した対応訓練を企画し、これか

らの具体的準備について話し合った。 

■成果 

 前回の訓練が大変良かったという高評価に自信

を持つとともに、想像したことのない発災３０日後

の対応訓練に、声かけ授業という具体的アイデア

をいただき、ワクワクして準備に取り掛かること

ができた。  

事業内容③ 

実施内容 B…実際

の訓練 

（実施日：1/16） 

■具体的な取り組み内容 

 まず、「防災は日常」「防災はつながりから」とい

う大前提を意識するために、福浦の小学生と慶応

大学の大木ゼミの学生さんたちは、午前中からと

もに授業を受けたり、一緒に遊んだりして、関係性

を深めた。 

 最初に、能登視察でお世話になった多田さんか

らオンラインで講義を受けた。 

 そして、大木ゼミ発案の、発災から１か月後を想

定した声かけ授業(メンタルケアを目的とした)を

実践した。 

その後大木先生と井村アドバイザーより、解説

と講評をいただいた。 

■成果 

 お年寄りが大勢集まり、子どもたちと一緒にな

って、発災３０日後の福浦地区の情況を想像して

いった。福浦ならではの豊かな関係性に裏付けら

れた声かけが表出され、辛い避難生活へも前向き

に取り組もうとする意欲を高めることができた。 

 

事業内容③を実施

する中で発生した

課題や失敗点 

■発生した課題や失敗点 

 声かけ授業での場面設定の確認に時間が掛けられず、発災３０日後のイメージも、声をかける対象で

ある子どもの背景も、特に地域の皆さんには十分に伝わっていなかった。いわゆる「学びの必然化」に

悩んだ。 

■乗り越えた方法 

 Ｔ１の進行に合わせ、各グループに学生や教員等を配置し、そのグループ学習の前段や途中で、できる

限りのフォローをしていった。 

 子どもたちは、道徳の授業での役割演技のようにごく自然に入り込んでいた。 

事業内容③を実施

する上で工夫した

点 

 能登視察でお世話になった多田さんから、避難所運営の苦労や工夫が、具体的に語られたおかげで、

福浦地区の方々に「ここが大事なんだ！」というポイントを一つ一つ押さえていくことができた。 

 初の試みであった声かけ授業(メンタルケアを目的とした)では、一目で興味・関心をひくように、より

リアルなイラストを採用したプリントが用意された。 

 授業で不十分だったところを、大木先生の解説と、井村アドバイザーの講評でフォローしていった。  

事業内容③ 

残課題等 

・発災１か月後の情況をイメージするのは、容易ではなく、かなり周到な準備が必要であることが分かっ

た。 

・初めての試みであった以上、今後のブラッシュアップこそが重要であると考える。学校や公民館等で、

何度も訓練していきたい。 

・成果物としての学習教材へ、この訓練の状況だけでなく、声かけ授業の指導資料そのものも掲載した

い。 

事業内容④ 学習教材の作成  
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事業内容④目標 

(提供者側) 

・能登視察研修の成果や、発災３日後・３０日後避難対応訓練の具体を、映像や資料を基に詳細にまと

め、ガイドブックとＤＶＤを作成かる。 

・その成果物を福浦地区の全住民へ伝え、当事者意識や防災訓練の主体者としての自覚をさらに高め

る。 

・成果物の量は、愛南町全域へ学びを広めるのに十分なものを用意し、全校・全公民館へ配布し、防災

学習教材として活用していただく。 

事業内容④目標 

(参加者側) 

・手に取って見やすい２０ページのガイドブックが提供される。それが、子どもからお年寄りまで、気軽に

そして日常的に、読み・学ぶことができる教材となる。 

・５００部のガイドブック、５０枚のＤＶＤは、教育委員会や防災対策課によって全校・全公民館へ配布さ

れ、町全体の防災意識・防災力の向上に寄与するはずである。 

・福浦地区の全戸へガイドブックは配布される。改めて防災の基盤を学び直すことができるだろう。そし

てこれは、１０年続いた活動が実を結んだ一つの形にもなり、地区住民の誇りにもなるであろう。 

事業内容④ 

実施内容 A…ガイ

ドブックの作成 

 

■具体的な取り組み内容 

本事業の具体的内容を、文字や写真やイラスト

等でまとめる。 

 目次・・・ 

 1 ゛福浦ギャルズとは“…これまでの活動実践 

 2 能登視察研修の実際 

 ３ 発災３日後避難対応訓練の実際 

 ４ 発災３０日後避難対応訓練の実際 

 ５ 活動の成果と課題 

 ・福浦ギャルズからの５つの提案 

 ・防災ポーチに関するチェックシート 

■成果 

 言葉の一つ一つ、表示の一つ一つにまで注意を

払い、正確に最大に想いが伝わるよう再校を重ね

た。その結果、福浦ギャルズらし温かく使いやすい

ガイドブックとなった。２０ページに収め、写真やイ

ラストをふんだんに使ったことで、手に取りやすい

一冊となった。 
 

事業内容④ 

実施内容 B…ＤＶＤ

の作成 

 

■具体的な取り組み内容 

防災学習に生きて働くよう、映像を重視したＤＶＤ 

学習教材を作成した。【主な収録内容はこちら】 

① オープニング 

② 福浦地区 ⾃主防災会とは 

③ 10 年間の活動の歩み 

④ 能登半島地震から学んだこと 

⑤ 能登半島地震 被災状況 

⑥ 発災3 ⽇後・30 ⽇後を考える訓練とは 

⑦ 発災3 ⽇後を考える学習会 

⑧ 交流会（学⽣と児童） 

⑨ 発災30 ⽇後を考える学習会 

⑩ 専⾨家の⾔葉 

⑪ 活動を続ける⼈たちの思い 

⑫ エンディング 収録時間：約20分 

■成果 

 ⼩学校⾼学年から⼤⼈まで、防災について考え

やすい教材となった。次のような活用方法がある

と思われる。 

・学校での防災学習の導⼊教材として 

・公⺠館での地域防災研修会に 

・⾃主防災組織での話し合いのきっかけに 

・家庭での防災について考える機会に 

・視聴後の話し合いのヒント 
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事業内容④を実施

する中で発生した

課題や失敗点 

■発生した課題や失敗点 

 実際に活動している福浦ギャルズの想いが、試作されて形となってくる冊子や動画に、十分反映され

ていないことも多々あり、何度も業者の担当者とやり取りすることとなった。 

 実物を見てその色彩や質感に違和感を覚え、再校をお願いすることも多かった。 

■乗り越えた方法 

 冊子、動画それぞれの作成担当者は、私たちの要望に何度でも応え、想定以上の再案を提出してくだ

さった。 

 これを見る側の視点に常に立ち、手に取りやすく分かりやすい！というものを追い求めていった。 

事業内容④を実施

する上で工夫した

点 

 気軽に使える教材、日常化しやすいもの、というコンセプトを掲げ、ガイドブックは２０ページ、イラスト

や写真をたくさん使って手に取りやすく見やすくする。ＤＶＤは、福浦ギャルズの１０年の歩みを物語の

ように表現する。それを２０分にまとめ、学習教材として活用しやすくした。 

 愛南町全体への学びの広がりも意識し、子どもからお年寄りまで親しんで学習できるよう、文字の大

きさにも気を配り、ルビを打ったりナレーションを入れたりする工夫も重ねた。  

事業内容④ 

残課題等 

・一切妥協せず、納得いくまで再校していった。作成に関わってくださった方には本当に感謝している。 

しかし、いざ出来上がり、使おうとしたとき、効果的に伝わらないだろうと思われる部分も見える。 

・この教材を使う側の留意点は、これからの実践の中で見えてくる。指導方法の工夫が今後の重要課題

である。 

・１０年間の足跡は確かに刻むことができた。ただ、これからの１０年こそが大事である。２０年間をまと

める成果物をぜひ作成したいものである。 
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私たち福浦地域は、内閣府により、令和 7年度地域防災力の向上に

資するコミュニティ防災教育推進事業のモデル地区に選ばれました！

これまで、福浦地区自主防災グループ「福浦ギャルズ」は、

様々な取り組みを実践してきました。

今年度は特に「災害避難（生活）対応実動訓練」にチャレンジしました。
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“福浦”って
こんなとこ

私たちの住むま ち

平時でも愛南町の

主要道路（国道 56号線）まで

車で20分

愛南町役場までは車で約25分

愛南町の

先端

愛媛県

★福浦地区

西海半島（船越半島）の東側

約450名・約 220世帯

60% 以上

養殖業・釣り・渡船など

場　　所

人　　口

高齢化率

主な産業

福浦地区の紹介

福浦小

秋の祭り

21福浦ギャルズの防災　教育活動実践記録

フォーラムでの発表の最後に語った私たちからのメッセージ・・・

　「私たちは『福浦ギャルズ』というふうに呼ばれています。

　口を開くと『防災！防災！』『みんなで生きるんよ！』と言い続けている私たちの

姿を見て、慶應義塾大学の大木先生と愛南町の中尾教育長が命名してくれたのです。

今では、町のみんなが『ギャルズの皆さん』と親しみを込めて呼んでくださるの

がとても嬉しいです。

　私たちは大きい災害を経験したことはありません、『今できることはしたい』と

いう気持ちとおせっかいな心だけで 10年続けてきました。

　防災活動を始めたことでたくさんの人と出会い、たくさんの考え方を知り、

たくさんの人たちの助けのおかげで、生きる希望が増してきています。

　『私たちはここで暮らしていきたい。皆で生きたい。』

これからも初心を忘れず、後悔ないように行動するだけです。

　住民一人一人が防災を自分のこととして考えられるように、福浦だからこそ

できる活動をこれからも続けていきたいと思います。」

南宇和高校防災地理部、

東京大学大学院生、

そして福浦ギャルズ

2026 年１月１７日

令和７年度

愛南町防災フォーラム

福浦ギャルズ
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“ 福浦ギャルズ ”とは･･･！？これまでの活動実践

能登視察研修の実際　

発災３日後避難対応訓練の実際

発災３０日後避難対応訓練の実際

活動の成果と課題〈福浦ギャルズインタビュー〉

南海トラフ大地震 が起きたら？

福浦小と西谷小との防災交流学習会 自作段ボールトイレ発表会

出典：Ｒ7.3.31 国発表

目次

［愛南町における被害想定］

今後３０年で、マグニチュード 8～ 9規模の

大きな地震が起こる確率は６０～９０％
その際の津波の最大の高さは約１7m！
津波到達時間は約13分！
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“もしも”に備えて、こんな取り組みをしているよ！

あとがき〈Special Thanks〉

福浦ギャルズからの 5つの提案

防災ポーチに関するチェックシート
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“福浦ギャルズ”とは…！？

これまでの活動実践

　私たち福浦地区自主防災*グループ＝通称「福浦ギャルズ」は、１０年前に愛

南町教育委員会の主催事業により、ＰＴＡを代表して東日本大震災*の被災地を

巡る研修に参加しました。それ以来、大切な人・ふるさとを守る、と課題意識

を高めた私たちは、福浦地区の様々な場所での防災学習会(訓練も)を毎月続け

ています。１０年間のうちに各区長さんや町当局との連携・協力によって、参加

者や協力者が増え、学習会の内容も深まっていき、避難路の整備や誘導灯の設

置など具体的な事業も形となったのでした。

　福浦小学校の先生方も防災教育に熱心で、地域の方々と一緒になって防災安

全マップを作成する中で、文部科学大臣賞を受賞することもありました。今年は、

私たちが総合的な学習の時間へ入り、２０回の防災授業を企画・実践しています。

＊1　自主防災   「自分たちの地域は自分たちで守る」…自主防災組織とは、災害対策基本法第  

          5 条 2 において規定されている、地域住民の共助による自発的な防災組織のことである。

＊2　東日本大震災   2011 年 3 月 11 日に発生したマグニチュード 9.0 の巨大地震で、津波や

         原発事故を引き起こし、甚大な被害をもたらした。
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の
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30

わたし ふくうらちくじしゅぼうさい つうしょう ふくうら ねんまえ あい

なんちょう きょういくいいんかい しゅさいじぎょう だいひょう ひがしにほんだいしんさい ひさいち

めぐ けんしゅう さんか いらい たいせつ ひと まも かだいいしき

たか わたし ふくうらちく さまざま ばしょ ぼうさいがくしゅうかい くんれん まいつき つづ

ねんかん くちょう まち とうきょくかく れんたい きょうりょく さんか

ち ぐたいてき じぎょう かたち

ふくうらしょうがっこう せんせいがた ぼうさいきょういく ねっしん ちいき かたがた いっしょ ぼうさい あん

ぜん さくせい なか もんぶかがくだいじんしょう じゅしょう ことし

わたし そうごうてき がくしゅう じかん はい かい ぼうさいじゅぎょう きかく じっせん

じしゅぼうさい

ひがしにほんだいしんさい

じぶん ちいき じぶん まも じしゅぼうさいそしき さいがいたいさくきほんほう だい

じょう きてい ちいきじゅうみん きょうじょ じはつてき ぼうさいそしき

ねん がつ にち はっせい きょだいじしん つなみ

しゃ きょうりょくしゃ ふ がくしゅうかい ないよう ひなんろ せいび ゆうどうとう せっふか

げんはつ ひ お じんだい ひがいじこ

ふくうら

かつどうじっせん

ふくうら
くちょう

いっしょ

福浦ギャルズ
・区長さんと

一緒に

「福浦の皆さんと一緒に」

ふくうら みな
いっしょ



何より夜の避難訓練がしたかったです。

何度やっても新しい課題が見つかります。

写真でみる！福浦ギャルズの活動

福浦ギャルズの防災　教育活動実践記録

テント設営訓練夜の避難訓練

雨風をしのぐって大事です。色々な種

類のテント設営に取り組みました。

東日本大震災に係る東北視察研修報告

から始まった学習会です。徐々に参加

者が増えています。

家具固定手伝い防災学習会

家具固定は基本中の基本です。町から

の補助金もありますが、設置そのもの

も手伝っています。

福浦小学校の伝統にもなっています。

文部科学大臣賞も受賞しました。

３/１１追悼防災マップ作り

毎年3月11日には、大人も子どもも一緒に

なって追悼の明かりを灯していました。
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修

3
日
後
避
難
訓
練

日
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難
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5

しゃしん ふくうら かつどう

よる ひなんくんれん せつえいくんれん

ぼうさい つく ついとう

ぼうさいがくしゅうかい かぐ こてい てつだ

なに よる ひなんくんれん あまかぜ だいじ いろいろ しゅ

なんど あたら かだい み るい せつえい と く

はじ がくしゅうかい じょじょ さんか ほじょきん せっち

しゃ ふ てつだ

ふくうらしょうがっこう でんとう まいとし がつ にち おとな こ いっしょ

もんぶかがくだいじんしょう じゅしょう ついとう あ とも

ひがしにほんだいしんさい つかさど とうほくしさつけんしゅうほうこく かぐ きほんちゅう きほん まちこてい



能登視察研修の実際

　一昨年の能登半島地震による災害状況

を見ていて、全く同じ地域性を持つ愛南

町・福浦では、「孤立」が大きな課題と

なると考えました。そこで、能登地震に

よる被害の現状を、現地視察等によって

深く理解することとしたのです。

福浦ギャルズの防災　教育活動実践記録

活
動
の
歩
み

3
日
後
避
難
訓
練

日
後
避
難
訓
練

6

2

30

1. 視察の目的

2. 視察研修の記録

1日目

志賀町

濱村さん、大家さんからお話を聴く　 全く同じ字の地名「福浦」

2 日目

輪島市

珠洲市

大屋小学校で澤田さんたちと！ 散髪屋の山口さん親子と！

能
登
視
察
研
修

石川県

能登半島

志賀町

輪島市
珠洲市

のと じっさいしさつけんしゅう

しさつ もくてき

しかまち

しかまち

わじまし

わじまし

すずし

すずし

いしかわけん

のと はんとう

おととし のとはんとうじしん さいがいじょうきょう

み まった おな ちいきせい も あいなん

ちょう ふくうら こりつ おお かだい

かんがえ のとじしん

ひがい げんじょう げんちしさつ など

ふか りかい

はまむら おおいえ はなし き まった おな じ ちめい ふくら

おおやしょうがっこう さわだ さんぱつや やまぐち おやこ

しさつけんしゅう きろく

にち め

か め



★クイズ
下の 2 枚の写真は、「志賀町福浦」と「愛南町福浦」の海の景色です。

さて、私たちの住む「愛南町福浦」の景色は Aと Bどちらでしょうか？

福浦ギャルズの防災　教育活動実践記録 7

石川県漁協西海支所へお邪魔して 福浦港でハイポーズ！

　珠洲市の被害の様子 千枚田にも大きな被害が！

A B
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後
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後
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難
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練

30

能
登
視
察
研
修

視察 1日目に訪れた志賀町！

福浦や西海という地名も景色も
まさにそっくりでびっくり！

答え：B

いしかわけんぎょきょうさいかいししょ じゃま ふくらみなと

すずし ひがい ようす せんまいだ おお ひがい

した まい しゃしん しかまち ふくら あいなんちょう ふくうら うみ けしき

わたし す あいなんちょう ふくうら けしき

しさつ にちめ おとず しかまち

ふくら さいかい ちめい けしき

こた



福浦ギャルズの防災　教育活動実践記録

　元旦、小学校に500人が集まってきてあふれかえる避難所。未だ活気を失ったままの街。

当事者でしか分からない不安と不満。ここに来たからこそ実感できた被災後の生活。まだ

時間の猶予を与えられている私たち(福浦ギャルズ)にできることを精一杯に！と心に誓う。
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後
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練

30

能
登
視
察
研
修

3. 能登視察研修から見えてきたもの

普段の会話( 対話 )、顔と名前

が一致する関係など、地域
コミュニティの充実こそが、
いざという時に最も大切である！

地域住民と行政
との関係が良いか
悪いか、ここで大き

く変わる！

避難してからの生活で

一番苦労するのは
「トイレ」の
こと！

子どもたちの力
は大きい！

２年経っても遅々と

して進まない現実
がある！

元小中学校長・元教育長の多田さんと！ 仮設住宅を訪ねて！

のと しさつけんしゅう み

じゅうじつ

とき もっと たいせつ

ふだん かいわ たいわ かお なまえ ひなん せいかつ

おお

こ ちから ちいきじゅうみん ぎょうせい

わる おお

か

ねん た ちち

かんけい よ すす げんじつ

もとしょうちゅうがくこうちょう もときょういくちょう ただ かせつじゅうたく たず

とうじしゃ わ ふあん ふまん き じっかん ひさいご せいかつ

じかん ゆうよ あたえ わたし ふくうら せいいっぱい こころ ちか

がんたん しょうがっこう にん あつ ひなんじょ いま かっき うしな まち

いっち かんけい ちいき いちばん くろう



4. 福浦地域との共通点は？

　そして、改めて感じた福浦地域の防災に関する課題は？
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福浦と全く変わらない港の風景 未だに残る地震の爪痕
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5. 視察を経てチャレンジしようとする災害対応訓練とは？

● 地形も同じ、地名も同じ！

● 分断・孤立し、１か月以上自分たちで生き抜く必要がある。

● トイレに関する実地訓練が足りていない。

● 長期化する避難生活への対応訓練ができていない。

共通点

課題

発災３日後避難対応訓練 発災30日後避難対応訓練並びに

実験も！ 体験も！

ふくうら ちいき きょうつうてん

あらた かん ふくうら ちいき ぼうさい かん かだい

きょうつうてん

かだい

ちけい おな ちめい おな

ぶんだん こりつ げつ いじょう じぶん い ぬ ひつよう

かん じっちくんれん た

ちょうきか ひなんせいかつ たいおうくんれん

ふくうら まった か みなと ふうけい いま のこ じしん つめあと

しさつ へ さいがいたいおうくんれん

はっさい はっさいか ご ごひなんたいおうくんれん ひなんたいおうくんれんにちなら

じっけん たいけん



3 発災3日後

避難対応訓練の実際

　発災*からしばらく経ってからの避難対応実動訓練を企画することとしまし

た。愛南町教育委員会や愛南町防災対策課等とも連携し、自然災害後に孤立し

た地域において、生き抜くための支え合いや情報の獲得・伝達、また学校再開

等にも焦点を当てたいと考えました。ライフラインが完全に破壊された状況の

中で、どう生きてどう立ち上がっていくのか、様々なシーンを想像し、様々な

視点を持って対応する訓練を企画・実践します。特に、トイレに関する実施訓

練に力を入れることとしました。

日時：2025年 12月14日　場所：福浦小学校体育館　参加人数：約100名

南海トラフ大地震が起きました。3 日後のあなたの住む地区や避難所の

様子はどうなっているでしょう？（思いつくことを書いてください。）

福浦ギャルズの防災　教育活動実践記録

発災 3日後避難対応実動訓練の目的と概要

★あなたも考えてみましょう！

＊　発災　 災害が発生すること。この訓練では、南海トラフ大地震が起きたとして、家屋倒壊

や大津波などの被害が出ていると想定した。

活
動
の
歩
み

能
登
視
察
研
修

日
後
避
難
訓
練

30
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後
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キーワード

はっさい か ご

ひなん たいおう くんれん じっさい

はっさい か ご ひなんたいおうじつどうくんれん もくてき がいよう

にちじ ねん がつ にち ばしょ ふくうらしょうがっこうたいいくかん さんかにんずう やく めい

はっさい た ひなんたいおうじつどうくんれん きかく

あいなんちょう きょういくいいんかい あいなんちょう ぼうさいたいさくか など れんけい しぜんさいがいご こりつ

ちいき い ぬ ささ あ じょうほう かくとく でんたつ がっこうさいかい

など しょうてん あ かんが かんぜん はかい じょうきょう

なか い た あ さまざま そうぞう さまざま

してん も たいおう くんれん きかく じっせん とく かん じっし　 くん

れん ちから い

かんがえ

なんかい だいじしん お か ご す ちく ひなんじょ

ようす おも か

はっさい さいがい はっせい くんれん なんかい だいじしん お かおくとうかい

おおつなみ ひがい で そうてい



学習発表会の後、みんながそのまま体

育館に残ってお弁当を食べました。近

所のみんなが集まって、ハイポーズ！

写真でみる！訓練の様子

福浦ギャルズの防災　教育活動実践記録

能登視察研修の報告最初はみんなでお弁当

能登の現状を、その時の映像と地元の

方々へのインタビューを織り交ぜなが

ら報告しました。

南海トラフ大地震から３日後の福浦地

区の様子を想像しましょう！子どもも

大人も一緒に考えます。

話合いの様子を紹介グループ別の話合い

ホワイトボードにまとめた話合いの

結果を中学生が発表してくれました。

手作りから既製品まで、ありとあらゆる

簡易防災トイレについて紹介しました。

　作ったトイレに座ったよ色々な簡易トイレづくり

大人が乗っても全然大丈夫！でも、ズ

ボンを脱いで…だから寒いかも！？
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しゃしん くんれん ようす

さいしょ べんとう のと しさつけんしゅう ほうこく

がくしゅうはっぴょうかい あと たい のと げんじょう とき えいぞう じもと

いくかん のこ べんとう た きん かたがた お ま

じょ あつ ほうこく

べつ はなしあ はなしあ ようす しょうかい

おとな いっしょ かんがえ

なんかい だいじしん か ご ふくうら ち はなしあ

く ようす そうぞう こ けっか ちゅうがくせい はっぴょう

いろいろ かんい つく すわ

てづく きせいひん おとな の ぜんぜん だいじょうぶ

かんいぼうさい しょうかい ぬ さむ



福浦ギャルズの防災　教育活動実践記録

2025年１２月１４日の訓練の体験記

訓練の講評並びに見えてきた課題

活
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み

能
登
視
察
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修

日
後
避
難
訓
練

30

3
日
後
避
難
訓
練
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参加者全員が、こんなにも笑顔で、こんなにも前のめりに

取り組んでいる訓練（防災学習）に感動した！

現実は想定以上に厳しく、死傷者や倒壊家屋への対応は膨

大なものとなる。ただ、自衛隊は、少人数ながらも発災直

後に必ずやってくる。そして追って愛南町の場合は北海道

部隊が応援にやってくる。それでも、必ず自分たちで生き

抜くんだ、という気力と信念が必要である。

まだこの訓練にも多くの方々が参加できていない、地域の

全住民へ防災意識の向上が図られてやっとゴールが見えて

くるのだ。

講評

課題

●

●

●

トイレのことがあんなにも大変

なことだとはびっくりした。

家族でこの日の訓練のことを

話し合いたい。まだできて
いないけど…。

自衛隊の方々のサポート情報

に少しほっとした。

能登は２年が経とうとしている

のに、まだまだの部分があるん

だと聞いて驚いた。

ここ福浦では、孤立・分断
は絶対避けられないなあ。

人と人の横の

つながりが大切だなあ、

と改めて感じた。

ねん がつ にち くんれん たいけんき

はな あ

かぞく ひ くんれん のと ねん た

ぶぶん

き おどろ

すこ

じえいたい かたがた じょうほう たいへん

ふくうら こりつ ぶんだん

ぜったい さ

ひと ひと よこ

たいせつ

あらた かん

くんれん こうひょうなら み かだい

こうひょう

かだい

さんかしゃぜいいん えがお まえ

と く くんれん ぼうさいがくしゅう かんどう

げんじつ そうていいじょう きび ししょうしゃ とうかいかおく たいおう ぼう

だい じえいたい しょうにんずう はっさい ちょく

ご かなら お あいなんちょう ばあい ほっかいどう

ぶたい おうえん かなら じぶん い

ぬ きりょく しんねん ひつよう

くんれん おお かたがた さんか ちいき

ぜんじゅうみん ぼうさいいしき こうじょう はか み
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日
後
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練

30

4 発災30日後

避難対応訓練の実際

　発災して１か月後には、かなりの疲労感が具体的に押し寄せてくるでしょう。

心も体も今一度前向きになれるよう、避難対応実動訓練を企画しました。その

際には、これまで指導いただいている慶應義塾大学 大木聖子准教授の指導・協

力を仰ぎました。

南海トラフ大地震が起きました。30日後あなたの避難所の様子はどう

なっているでしょう？また、この30日間の間にどんな不安や希望が生ま

れてくるのでしょう？ ( 思いつくことを書いてください )

発災３0日後避難対応実動訓練の目的と概要

★あなたも考えてみましょう！

①避難所の様子を想像

②３０日の間に、どんな不安が？どんな希望が？見えてくるのでしょう。

日時：2026年 1月16日　場所：福浦小学校多目的室　参加人数：約70名

はっさい にち ご

ひなん たいおう くんれん じっさい

はっさい にち ご ひなんたいおうじつどうくんれん もくてき がいよう

にちじ ねん がつ にち ばしょ ふくうらしょうがっこうたもくてきしつ さんかにんずう やく めい

はっさい げつ ご ひろうかん ぐたいてき お よ

こころ からだ いまいちど まえむ ひなんたいおうじつどうくんれん きかく

さい しどう けいおうぎじゅくだいがく おおきさとこ じゅんきょうじゅ しどう きょう

りょく あお

なんかい だいじしん お にちご ひなんじょ ようす

にちご あいだ ふあん きぼう う

おも か

ひなんじょ ようす そうぞう

にち あいだ ふあん きぼう み

かんがえ
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日
後
避
難
訓
練

30

活
動
の
歩
み

能
登
視
察
研
修

3
日
後
避
難
訓
練

写真でみる！訓練の様子

朝から一緒に交流しているので、もう

仲良しです。　

どんな声かけが良いのか、迷いながら

話し合っていきます。

日本で初めてメンタルケアを想定した

声かけ授業を実施しました。

井村アドバイザーの講評大木聖子准教授の解説

慶應大学生と福浦小の子どもたち

２０回実施した今年の防災学習のこと

も紹介してくれました。

能登の多田さんにリモート参加してい

ただきました。避難所運営の難しさに

大きくうなずく福浦の人たち。

多田さんの話を聴く住民子どもたちによる振り返り

孤立・分断を想定して、でも皆で支え

合って生き抜きましょう。

メンタルケアに関するワークショップ

しゃしん くんれん ようす

こ ふ かえ ただ はなし き じゅうみん

けいおうだいがくせい ふくうらしょう こ かん

おおきさとこじゅんきょうじゅ かいせつ いむら こうひょう

かい じっし ことし ぼうさいがくしゅう のと ただ さんか

しょうかい ひなんじょうんえい むずか

おお ふくうら ひと

あさ いっしょ こうりゅう こえ よ まよ

なかよ はな あ

にほん はじ そうてい こりつ ぶんだん そうてい みんな ささ

こえ じゅぎょう じっし あ い ぬ



「発災３０日後のメンタルケアを目的とした、

 よりよい声かけについて話し合う授業！」
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日
後
避
難
訓
練

30

活
動
の
歩
み

能
登
視
察
研
修

3
日
後
避
難
訓
練

ワーク

　「これからどうなっていくのだろう？先が見えてこない。」ということが見え

てくるこの時期、互いにどんな声かけがよりよいものなのか、様々な場面を想

定して考えていきます。例えば、次のようなケースでは…？

慶應義塾大学大木ゼミが発案

★あなたも考えてみましょう！

高橋先生

ミナトさん

学校再開1日目の高橋先生とミナトさんの会話

高橋先生はどんな声かけをしたら良いのでしょう？　
あなたならどうしますか？

ミナトさんは大丈夫だった？

家も残ったし家族も大丈夫でした

辛いことがあったら言ってね

（ ★ここを考える ）

家が流された方の方が辛いと

思うので僕はまだましです

はっさい にち ご もくてき

こえ はな あ じゅぎょう

さき み み

じき たが こえ さまざま ばめん そう

てい かんが たと つぎ

がっこうさいかい にちめ たかはしせんせい かいわ

だいじょうぶ

いえ のこ かぞく だいじょうぶ

つら い

たかはしせんせい

いえ なが かた ほう つら

おも ぼく

かんが

たかはしせんせい こえ よ

けいおうぎじゅくだいがく はつあんおおき

かんが
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2026年１月１6日の訓練の体験記

多田さんのお話の中で、本部を学校の

玄関に作り、靴箱を書類整理に使った

…なんて実にリアルな実情だった。

声かけは難しい。その子どもの背景
を想像しようとするけれど、本当には分

かり切れない。私はきっと何も言えな

い。ぎゅっと抱きしめるしかできない。

心情を語らせることはできるかもし

れない。でも、本当に大事なのは「語
り出す！」ことを促すことなんだ。

他にもいろいろな訓練
(防災学習)がしてみたい。

休みの日に公園で遊んで

いるときとか。

40代から60代の
人たちの関わりが
もっとあると、防災

が充実してくる。

発災後には、マスコ
ミ対応のことも考え
ておかねばならないん

だ、と分かった。

子どもたちの中から、もっともっと
防災について学びたい、という思
いがあふれてきた。来年度も福浦ギャ

ルズとともに学習していきたい。

日
後
避
難
訓
練

30

活
動
の
歩
み

能
登
視
察
研
修

3
日
後
避
難
訓
練

訓練の講評並びに見えてきた課題

慶応義塾大学の学生さんたちが真剣につくったこの授業プ

ログラムは、今後どんどんブラッシュアップされて、全国

へ広がっていく。素晴らしいことだ。

“福浦ギャルズ”がこの10年続けてきた防災学習は、日に日

に進化している。そして、多くの人たちがそれに協力して

いる。何より、福浦の方々が、常に前のめりに、明るく、

根気強く、参加し勉強している。この支え合いながらの防

災活動が、これからもずっと続いていくことを願っている。

防災教育が、さらに愛南町のよりよい街づくりへも影響し

ていくよう、今回の事業成果が他方面に生かされて初めて

ゴールが見えてくるのだ。

講評

課題

●

●

●

ねん がつ にち くんれん たいけんき

わ じゅうじつ

はっさいご だい だい ほか くんれん

ぼうさい やす ひ こうえん あそ

ただ はなし なか ほんぶ がっこう しんじょう かた

げんかん つく くつばこ しょるいせいり つか ほんとう だいじ かた

じつ じつじょう だ うなが

こえ むずか こ はいけい こ なか

そうぞう ほんとう わ ぼうさい まな おも

き わたし なに い らいねんど ふくうら

だ がくしゅう

くんれん こうひょうなら み かだい

こうひょう

かだい

けいおうぎじゅくだいがく がくせい しんけん じゅぎょう

こんご ぜんこく

ひろ すば

ふくうら ねんつづ ぼうさいがくしゅう ひ ひ

しんか おお ひと きょうりょく

なに ふくうら かたがた つね まえ あか

こんきづよ さんか べんきょう ささ あ ぼう

さいかつどう つづ ねが

ぼうさいきょういく あいなんちょう まち えいきょう

こんかい じぎょうせいか たほうめん い はじ

み

かんが ひと かかわ ぼうさいがくしゅうたいおう



松田さん
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活動の成果と課題 福浦ギャルズインタビュー5
　能登での学びを通して、福浦小の児童たち、教職員、地域住民と、発災３日後、

３０日後の訓練を体験できたことにより、難題を共有し、一つずつ丁寧に解決し

ていくことで、より自分事として捉えることができました。日頃からの挨拶や声

掛け、そして地域行事を大切にし、人と人のつながりをつくっていくこと が、

事前復興であることにも気付くことができました。１０年間の活動の答え合わせを

する機会をいただけたこと、能登の方たちとのご縁、そして大切な仲間に感謝し、

これからも課題を探し続けていこうと思います。

　私たちが活動を行う中で大切にしているものが、人との関わりです。私は一人で

は生きていけません。いつも誰かに助けてもらっているし、自分自身も誰かのため

に「何ができるかな」と考えています。人とのつながりを大切にして過ごすうちに、

大好きな人たちが増え、大切な場所ができました。今回能登半島視察に行かせても

らって、能登の皆さんが「人のつながりに助けられた」と言っている方が多く、私

たちがやってきたことは正しかったんだ、と思うことができました。このつながり

を絶やさないように、大切に大切に日々を過ごそう と心に決めました。

　私は元々『自然には敵わない』と、災害について真剣に考えたことのない人間

でした。福浦で働き、福浦地区のことに関わり、災害や防災について学んでいく

中で、きちんと準備をしていれば生きていける かもしれない、と希望を持てるよ

うになりました。被災した経験を伝えてくださる方、災害を研究している方、自

主防災活動に協力してくれるたくさんの方たちに感謝をし、後悔がないように生

きるため活動を続けていきたいです。

　今回の視察では、「トイレ対策」と「人間関係」の重要性 を痛感しました。特に、避難生活が長期化する中で、「そ

の人の人間性が出る」という言葉が印象的でした。日頃の備えに加え、発災後にいかに助け合えるかが、多くの

命と健康を守る鍵になります。平時から住民同士や行政との「顔の見える関係」を丁寧に築くこと が、町全体

の防災力を高めることにつながります。今回の貴重な学びを町内の他地区へも広く共有していきたいと思います。

この事業には、愛南町防災対策課の皆さんが全面的に協力してくださいました。

菅原さん

大西さん

よ
り
自
分
事

　
　
　

と
し
て
！

つ
な
が
り
を

　
　

大
切
に
！

後
悔
が

　

な
い
よ
う
に
！

まつ　  だ

すが    はら

おお    にし

防災対策課 小川さん
からのメッセージ

かつどう せいか かだい
ふくうら

のと まな とお ふくうらしょう じどう きょうしょくいん ちいきじゅうみん はっさい か ご

にちご くんれん たいけん なんだい きょうゆう ひと ていねい かいけつ

じぶんごと とら ひごろ あいさつ こえ

か ちいきぎょうじ たいせつ ひと ひと

じぜんふっこう きづ ねんかん かつどう こた あ

きかい のと かた えん たいせつ なかま かんしゃ

かだい さが つづ おも

わたし かつどう おこな なか たいせつ ひと かか わたし ひとり

い だれ たす じぶんじしん だれ

なに かんが ひと たいせつ す

だいす ひと ふ たいせつ ばしょ こんかい のとはんとうしさつ い

のと みな ひと たす い かた おお わたし

ただ おも

た たいせつ たいせつ ひび す こころ き

わたし もともと しぜん かな さいがい しんけん かんが にんげん

ふくうら はたら ふくうらちく かか さいがい ぼうさい まな

なか じゅんび い きぼう も

ひさい けいけん つた かた さいがい けんきゅう かた じ

しゅぼうさいかつどう きょうりょく かた かんしゃ こうかい い

かつどう つづ

ぼうさいたいさくか おがわ

じぎょう あいなんちょうぼうさいたいさくか みな ぜんめんてき きょうりょく

こんかい しさつ たいさく にんげんかんけい じゅうようせい つうかん とく ひなんせいかつ ちょうきか なか

ひと にんげんせい で ことば いんしょうてき ひごろ そな くわ はっさいご たす あ おお

いのち けんこう まも かぎ へいじ じゅうみんどうし ぎょうせい かお み かんけい ていねい きづ まちぜんたい

ぼうさいりょくたか こんかい きちょう まな ちょうない たちく ひろ きょうゆう おも



Ｓｐｅｃｉａｌ

Ｔｈａｎｋｓ！

　愛南町教育委員会の中尾です。教育長としてではなく、この

事業の事務局としてあとがきを担当します。まずは言い尽くせ

ないほどの心からの感謝を！

　能登視察研修でお世話になった志賀町の大家さん、濱村さん、

本多さん、木谷さん、岡本さん。輪島市の山口さん、澤田さん。

珠洲市の多田さん。突然の依頼にもかかわりませず、誠心誠意

のご対応、誠にありがとうございました。また、愛南町防災ア

ドバイザーの井村講師には、２度の訓練とも的確なご講評をい

ただき大変勉強になりました。そして、すでに10年以上ご指導

いただいている慶應義塾大学の大木先生並びに大木ゼミの皆さ

んには、メンタルケアに係る新たな防災授業プログラムを実践

いただきました。本当に感謝申し上げます。

　さて、教育は人間が困難に打ち勝つための最良の装備だとい

われます。“福浦ギャルズ” は、福浦地区の皆さんが大きな災害

に直面しても、前向きに希望を持ちつつ生き抜くことができる

よう、最高の装備を構築しようとしています。最後に、彼女た

ちへのお礼をこのあとがきに添えて届けたいと思います。

いつも…ずっと…ありがとうございます！

愛南町教育委員会　教育長　中尾 茂樹
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あいなんちょうきょういくいいんかい なかお きょういくちょう

じぎょう じむきょく たんとう い つ

こころ かんしゃ

のとしさつけんしゅう せわ しかまち おおいえ はまむら

ほんだ きたに おかもと わじまし やまぐち さわだ

すずし ただ とつぜん いらい せいしんせいい

たいおう まこと あいなんちょうぼさい

いむらこうし ど くんれん てきかく こうひょう

たいへんべんきょう ねん いじょう しどう

けいおうぎじゅくだいがく おおきせんせい おおき みななら

つかさど あら ぼうさいじゅぎょう じっせん

ほんとう かんしゃもう あ

きょういく にんげん こんなん う か さいりょう そうび

ふくうら ふくうらちく みな おお さいがい

ちょくめん まえむ きぼう も い ぬ

さいこう そうび こうちく さいご かのじょ

れい そ とど おも

あいなんちょうきょういくいいんかい きょういくちょう なかおしげき
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★福浦ギャルズからの質問

つの提案５５

結局、『防災は人！』『 防災は日常！』です。

正解などはなく、学び続けるしかないのです。

福浦ギャルズからの

あなたが生活の中で大切にしているものは何ですか？

大切なものを守るために行動する！

これが福浦ギャルズの原点です！

書いてみましょう

元気にあいさつ
をしよう

防災散歩　をしよう

防災リュックの
チェックリスト

を更新しよう

トイレ訓練 をしよう

防災かぞく会議  
をしよう

住んでいる街の人たちとしっかりつな
がっていること、これが何より大事です。

まずは住んでいる街のすばらしさ、街の
危険について詳しく知りましょう。足腰
も鍛えられて避難も迅速に。

もしもの時にどうするのか、家族の中で
話し合っておきましょう。やっぱり対話
が大事です。とっても安心します。

せっかく準備した防災リュックも
中身を更新しないと意味がありま
せん。チェックリストを使って、
すべての防災リュック・ポーチを
確認しましょう。

★チェックリストは次のページへ！

防災用の簡易トイレは避難グッズの中にも
入っていると思います。一度本当に試してみ
ましょう。やってみないと分かりません。も
しもの時はずっとお世話になります。1回1回
丁寧に始末をしましょう。みんなでつかうト
イレの場合、次の人のためにきれいに掃除し
ておきましょう。健康はトイレから！！

１
2
3

4 5

ふくうら しつもん

せいかつ なか たいせつ なん

たいせつ まも こうどう

ふくうら げんてん

か

ふくうら

ていあん

げんき

ぼうさいさんぽ

ぼうさい かいぎ

ぼうさい

こうしん

くんれん

す まち ひと

なに だいじ

す まち まち

きけん くわ し あしこし

きた ひなん じんそく

とき かぞく なか

はな あ たいわ

だいじ あんしん

じゅんび ぼうさい

なかみ こうしん いみ

つか

ぼうさい

かくにん

つぎ

ぼうさいよう かんい ひなん なか

はい おも いちど ほんとう ため

わ

とき せわ かい かい

ていねい しまつ

ばあい つぎ ひと そうじ

けんこう

けっきょく ぼうさい ひと ぼうさい にちじょう

せいかい まな つづ



20 福浦ギャルズの防災　教育活動実践記録

防災ポーチ
外出時に被災した時や、もしもの時のためにいつどこにいて

も手が届く防災対策です。普段使っているバッグの中や、移

動ポケットの中に入れておく携帯タイプのミニ防災グッズ

で、中身を自分流にカスタマイズできるところが魅力です。

お子さんの年齢や季節によって持ち物も変わりますので、

定期的に見直すようにしましょう。

 ▲家族やペットの写真など、「ホッとするもの」を入れることが大事なポイントです！ 

緊急連絡先のメモ（大人は自分が確認するために、子どもは人に確認してもらうために）

お菓子（食べ慣れているもの）、カロリーメイト、飴など

小銭、ペン、ビニール袋、マスク、アルミ保温シート、ウェットティッシュ、ホイッスル、

生理用品、常備薬、絆創膏、ミニライト、モバイルバッテリー

主に入れるもの

★考えましょう！

□ 

□

□

□

□

□

□

□

実際に防災ポーチをつくるとしたらどんなものを入れますか？

チェックリストに書き込んでみましょう！

チェックリストが完成したら･･･？ その後がとっても大切です。

チェックリストを元にさっそく防災ポーチを準備してみましょう！

チェックリストをポーチに入れておくと、定期的な見直しもしやすくなります。

家族とも話し合いながら、つくってみましょう！

連絡先

食　料

日用品

緊急連絡先メモ

あなたの防災ポーチ - 入れるものリスト -

連絡先メモは
持ち歩こう！

やってみよう！今すぐ

はじめられること！

防災ポーチ
とは？

チェック
リスト

いま
ぼうさい

がいしゅつじ ひさい とき とき

て とど ぼうさいたいさく ふだん つか なか い

どう なか い けいたい ぼうさい

なかみ じぶんりゅう みりょく

こ ねんれい きせつ も もの か

ていきてき みなお

ぼうさい

おも

れんらくさき

しょくりょう

にちようひん

かし た な あめ

こぜに ぶくろ ほおん

せいりようひん じょうびやく ばんそうこう

かぞく しゃしん い だいじ

かんがえ

じっさい ぼうさい い

か こ

ぼうさい い

きんきゅうれんらくさき

かんせい あと たいせつ

もと ぼうさい じゅんび

ていきてきい みなお

かぞく はな あ

れんらくさき

も ある

きんきゅうれんらくさき じぶん かくにん こ ひと かくにんおとな
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“福浦”って
こんなとこ

私た ち の住む ま ち

平時でも愛南町の

主要道路（国道 56号線）まで

車で20分

愛南町役場までは車で約25分

愛南町の

先端

愛媛県

★福浦地区

西海半島（船越半島）の東側

約450名・約 220世帯

60% 以上

養殖業・釣り・渡船など

場　　所

人　　口

高齢化率

主な産業

福浦地区の紹介

福浦小

秋の祭り

21福浦ギャルズの防災　教育活動実践記録

フォーラムでの発表の最後に語った私たちからのメッセージ・・・

　「私たちは『福浦ギャルズ』というふうに呼ばれています。

　口を開くと『防災！防災！』『みんなで生きるんよ！』と言い続けている私たちの

姿を見て、慶應義塾大学の大木先生と愛南町の中尾教育長が命名してくれたのです。

今では、町のみんなが『ギャルズの皆さん』と親しみを込めて呼んでくださるの

がとても嬉しいです。

　私たちは大きい災害を経験したことはありません、『今できることはしたい』と

いう気持ちとおせっかいな心だけで 10年続けてきました。

　防災活動を始めたことでたくさんの人と出会い、たくさんの考え方を知り、

たくさんの人たちの助けのおかげで、生きる希望が増してきています。

　『私たちはここで暮らしていきたい。皆で生きたい。』

これからも初心を忘れず、後悔ないように行動するだけです。

　住民一人一人が防災を自分のこととして考えられるように、福浦だからこそ

できる活動をこれからも続けていきたいと思います。」

南宇和高校防災地理部、

東京大学大学院生、

そして福浦ギャルズ

2026 年１月１７日

令和７年度

愛南町防災フォーラム

福浦ギャルズ

すわたし

ふくうら えひめけん

あいなんちょう

せんたん

ふくうらしょう

ば しょ

じん こう

こうれいかりつ

おも さんぎょう

にしうみはんとう ふなこしはんとう ひがしがわ

やく めい やく せたい

パーセントいじょう

ようしょくぎょう つ とせん

へいじ あいなんちょう

しゅようどうろ こくどう ごうせん

くるま ふん

あいなんちょうやくば くるま やく ふん

あき まつ

ふくうら ちく

ふくうら しょうかいちく

なつ ぼんおど

夏の盆踊り

ねん がつ にち

れいわ ねんど

あいなんちょう ぼうさい

みなみうわこうこう ぼうさいちりぶ

とうきょうだいがくだいがくいんせい

ふくうら

はっぴょう さいご かた わたし

わたし ふくうら よ

くち ひら ぼうさい ぼうさい い い つづ わたし

いま まち みな した こ よ

うれ

わたし おお さいがい けいけん いま

きも こころ ねんつづ

ぼうさいかつどう はじ ひと であ かんが かた し

ひと たす い きぼう ま

わたし く みんな い

しょしん わす こうかい こうどう

じゅうみんひとりひとり ぼうさい じぶん かんが ふくうら

かつどう つづ おも

ふくうら

すがた けいおうぎじゅくだいがく おおきせんせい あいなんちょう なかお めいめいきょういくちょうみ
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きょういくかつどうじっせんきろく

ふく

ぼう

うら

さい

私たち福浦地域は、内閣府により、令和 7年度地域防災力の向上に

資するコミュニティ防災教育推進事業のモデル地区に選ばれました！

これまで、福浦地区自主防災グループ「福浦ギャルズ」は、

様々な取り組みを実践してきました。

今年度は特に「災害避難（生活）対応実動訓練」にチャレンジしました。

本誌は、その内容を 防災教育教材として記録したガイドブック です。

福浦自主防災グループ・愛南町教育委員会作成
ページを

めくってみよう！

▶▶▶

私
た
ち
の
ま
ち
「
福
浦
」

も
し
も
の
と
き
も
、
福
浦
で
生
き
抜
く
た
め
に

わたし ふくうらちいき ないかくふ れいわ ねん ど ちいきぼうさいりょく こうじょう

し ぼうさいきょういくすいしんじぎょう ちく えら

ふくうらちく じしゅぼうさい ふくうら

さまざま と く じっせん

こんねんど とく さいがいひなん せいかつ たいおうじつどうくんれん

ほんし ないよう ぼうさいきょういくきょうざい きろく

さくせい ふくうらじしゅぼうさい あいなんちょうきょういくいいんかい

ふ
く
う
ら

わ
た
し

ふ
く
う
ら

い

ぬ




